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事業者名 株式会社オカザキ

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

弊社の経営理念である｢確かな技術と明るい発想で､新しい価値の創造を通じて社会に貢献する｣｢時代と顧
客と共に強く永続的な成長を計る｣は、SDGｓの達成と目的を同じくするものである。社員一人ひとりがその
ことを自覚し、それぞれの役割を果たしていくことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更
新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

太陽光発電設置により自家消費電力を拡大し、エネル
ギー、　ＣＯ２排出量を削減

太陽光発電パネル
2023年143台→
2026年迄に35台増設

社会

経済

環境

ペーパーレス化、再生紙利用の促進
コピー用紙等の使用量
2023年100%→
2026年10％削減（2023年比）

社会

経済

環境

社員が心身ともに健康を維持できる仕組みづくりによる
生産性の向上

経産省の健康経営優良法人
２０２３年認定取得→
２０２６年連続認定取得

社会

経済

太陽光発電設置により、合志工業団地内企業と連携を図りエネルギー、ＣＯ２排出量を推進する。また、ダクト
業界社員の心身ともに健康を維持できる環境づくりをダクト及び建設業界で連携して取り組んでいく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

太陽光発電量
２０２１年　２９４４５．６３kWh→
２０２３年　２９３７３．８６KWｈ継続

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

太陽光発電設置により自家消費電力を拡大し、エネル
ギー、　ＣＯ２排出量の削減を図る

太陽光発電量
２０２１年　　２９４４５．６３kWh
→２０２４年　　継続

太陽光発電設置は天候に左右されるが、２０２３年の発電
量は２０２１年の９９．７６％とほぼ同水準を維持できた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

コピー用紙等の使用量
２０２１年→２０２４年　１０％削減

前期の指標に対する実績

ペーパーレス化、再生紙利用の促進

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

品質マニュアル、帳票類をPDF等で電子化することでペー
パーレス化しコピー用紙の再生紙に変更することで達成出
来た。

三側面
（分野に☑）

健康経営優良法人の認定を継続することで、社員の健康に
対する意識も高まり、健診の有所見率も減少した。また同業
者でも認定を受ける会社が増加し、業界の健康促進にも繋
がった。

2021年有所見率54%→2024年
有所見率51%　　3%削減

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

コピー用紙等の使用量
2021年(48,365枚)→２０２４年
(42,057枚)１３％削減

社員が心身ともに健康を維持できる仕組みづくりによる
生産性の向上

経産省の健康経営優良法人２０２１年
認定取得→２０２４年連続認定取得

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


